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― つながる教育 ―

「中１ギャップ」という言葉があり
ます。
最高学年として１～５年生の先導役

を任され、比較的自由に学校生活を送
ってきた６年生は、３月を境に一気に
一番下の学年になるという落差を体験
します。さらに、部活動あり、教科担
任あり、定期テストありの中学校生活
は、大人にとっての引っ越し並の環境

【何か質問はありませんか？】 の変化と感じることでしょう。たいて
いは何とか乗り越えて、一人前の中学生に育っていきますが、中にはついて行
けない子も出てきます。中学１年が不登校や引きこもりとなる原因のひとつだ
といわれています。それを解消するためにかれこれ１０年以上前から、異なる
学校種間のスムーズな連携、いわゆる「小中連携」を行うようになりました。
美和中学校区では、６年生が中学校の部活動を見学したり、中学生が各小学校
で生活や学習の説明を行ったり、中学校の英語科の先生による出前授業を行っ

たりしています。
２月２２日に美和中学校１年生を招いて、

その説明会を行いました。中１ギャップを無
事に乗り越えた中学生のみなさんは、この日
のために資料を準備し、説明を練習し、てき
ぱきと会を進行してくれたのです。「私たちが
世話をするから安心して」と語る中学生は、
もはや堂々たる「先輩」の顔をしています。

【服装のきまりは…】 普段は大人びて見える６年生が、幼く見える
ほどです。１年後、正則の６年生も立派に成長して、説明会にもどってきてく
れることを願わずにはいられませんでした。
環境の変化に適応させる取り組みは、小中連携だけでなく、幼保－小、中－

高、高－大のそれぞれの校種で進められています。学校がつながることで、一
人一人の子どもへの願いがつながります。今でき
ないことも明日できるようになるかもしれない。
明日できなくても、１年後、３年後にはできるよ
うになるかもしれない。いや、できるようにして
やりたい。それが、担任から担任へ受け継ぐ願い
です。保・幼・小・中・高・大等それぞれの学校
で、２５０万余の保育士・教師たちが、今も２０
００万人以上の子どもたちを相手に、願いをつな
いでいます。 【メインは学校祭です】


